
【職業実践専門課程認定後の公表様式】

昼夜

年

有

資格・検定名 種 受験者数 合格者数

看護師 ② 　　78人 　　　75人

人 0 0 0 0
人 0 0 0 0

0 0 0 0
0 0 0 0

％
■卒業者に占める就職者の割合

％

（平成 30

1 名 0.004 ％

中部地区医師会立
ぐしかわ看護専門学校

平成20年3月26日 徳森　朝子
〒904-2201
沖縄県うるま市字昆布長尾原1832-1

（電話） 098-972-4600

（別紙様式４）

令和2年4月13日※１
（前回公表年月日：平成　年　月　日）

職業実践専門課程の基本情報について

学校名 設置認可年月日 校長名 所在地

設置者名 設立認可年月日 代表者名 所在地

中部地区医師会立
ぐしかわ看護専門学校

昭和48年9月19日 中田　安彦
〒904-0113
沖縄県中頭郡北谷町字宮城1-584

（電話）

医療 医療専門課程 看護学科
平成21年2月27日

文部科学省告示第22号
-

学科の目的
看護師を志望する者に基礎的な知識、技術、態度を習得させ、豊かな教養と人格を備えた地域の保健医療福祉活動に貢献し得る看護の実践者を育成
する。

098-936-8201
分野 認定課程名 認定学科名 専門士 高度専門士

認定年月日 平成19年12月25日

修業年限
全課程の修了に必要な
総授業時数又は総単位

数
講義 演習 実習 実験 実技

- -
時間

生徒総定員 生徒実員 留学生数（生徒実員の内 専任教員数 兼任教員数 総教員数

3 昼間
3015 1638 342 1035

学期制度
■前　期：4月1日～9月30日
■後　期：10月1日～3月31日

成績評価

■成績表：
■成績評価の基準・方法
科目総時間数の3分の2以上を出席した者について、筆記試
験、口述試験、実技試験、実習評価、レポート又は当該科目
担当教員が必要と認める試験を行い、得点に応じ「優、良、
可、不可」で成績評価を表し、「優、良、可」以上を合格とす
る。

240人 262人 0人 23人 1,035 110人

長期休み

■学年始：4月1日
■夏　 季：5週間
■冬　 季：2週間
■春   季：2週間
■学年末：3月31日

卒業・進級
条件

学校長が、本校学則第21条に定める授業科目の単位の認
定を受けた者について、教育会議の義を経て認定する。

学修支援等

■クラス担任制： 有

課外活動

■課外活動の種類

■個別相談・指導等の対応 （例）学生自治組織・ボランティア・学園祭等の実行委員会等

学生会活動、校外活動、ボランティア、オープンキャンパス
などの実行委員

・入学前セミナーを実施し、心構え、円滑な学校生活を準備する。
・学年担当制を取り、学生一人ひとりへの細かな指導を行う。
・出席不良や成績不良がみられた場合、早期に担当教員が
　面接を行い、支援や対策を行う。

■サークル活動： 有

沖縄県立病院、中頭病院、中部徳洲会病院、ハートライフ病院、
沖縄病院、ちゅうざん病院、琉球大学附属病院、他

（平成30年度卒業者に関する令和元年5月1日時点の情報）

※種別の欄には、各資格・検定について、以下の①～③のいず
れかに該当するか記載する。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの
②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの
③その他（民間検定等）

■自由記述欄
（例）認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等

： 97.4
■その他

・進学者数：　　　　　　　　　　　　2人
・沖縄県立看護大学別科助産専攻
・早稲田医療技術専門学校保健学科

年度卒業者に関する

■就職者数
：

76 人

平成30年4月1日時点において、在学者258名（平成30年4月1日入学者を含む）
平成31年3月31日時点において、在学者257名（平成31年3月31日卒業者を含む）
■中途退学の主な理由

・学習意欲の維持困難

就職等の
状況※２

当該学科のホー
ムページＵＲＬ

https://gushikawa-ns.ac.jp

■就職率　　　　　　　　　： 100

令和1年5月1日 時点の情報）

中途退学
の現状

■中途退学者 ■中退率

■就職指導内容
履歴書の書き方講義・指導、面接指導、小論文の書き方講
義・指導、就職説明会開催など

■卒業者数 78
■就職希望者数 76

■主な就職先、業界等（平成３０年度卒業生）

主な学修成果
（資格・検定等）

※３

■国家資格・検定/その他・民間検定等

（留意事項）
１．公表年月日（※１）
最新の公表年月日です。なお、認定課程においては、認定後１か月以内に本様式を公表するとともに、認定の翌年度以降、毎年度７月末を基準日として最新の情報を反映
した内容を公表することが求められています。初回認定の場合は、認定を受けた告示日以降の日付を記入し、前回公表年月日は空欄としてください

２．就職等の状況（※２）
 「就職率」及び「卒業者に占める就職者の割合」については、「文部科学省における専修学校卒業者の「就職率」の取扱いについて（通知）（２５文科生第５９６号）」に留意し、
それぞれ、「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」又は「学校基本調査」における定義に従います。
（１）「大学・短期大学・高等専門学校及び専修学校卒業予定者の就職（内定）状況調査」における「就職率」の定義について
①「就職率」については、就職希望者に占める就職者の割合をいい、調査時点における就職者数を就職希望者で除したものをいいます。
②「就職希望者」とは、卒業年度中に就職活動を行い、大学等卒業後速やかに就職することを希望する者をいい、卒業後の進路として「進学」「自営業」「家事手伝い」「留
②年」「資格取得」などを希望する者は含みません。
③「就職者」とは、正規の職員（雇用契約期間が１年以上の非正規の職員として就職した者を含む）として最終的に就職した者（企業等から採用通知などが出された者）をい
③います。
※「就職（内定）状況調査」における調査対象の抽出のための母集団となる学生等は、卒業年次に在籍している学生等とします。ただし、卒業の見込みのない者、休学中の
※者、留学生、聴講生、科目等履修生、研究生及び夜間部、医学科、歯学科、獣医学科、大学院、専攻科、別科の学生は除きます。
（２）「学校基本調査」における「卒業者に占める就職者の割合」の定義について
①「卒業者に占める就職者の割合」とは、全卒業者数のうち就職者総数の占める割合をいいます。
②「就職」とは給料、賃金、報酬その他経常的な収入を得る仕事に就くことをいいます。自家・自営業に就いた者は含めるが、家事手伝い、臨時的な仕事に就いた者は就職
②者とはしません（就職したが就職先が不明の者は就職者として扱う）。
（３）上記のほか、「就職者数（関連分野）」は、「学校基本調査」における「関連分野に就職した者」を記載します。また、「その他」の欄は、関連分野へのアルバイト者
（３）数や進学状況等について記載します。

３．主な学修成果（※３）
認定課程において取得目標とする資格・検定等状況について記載するものです。
①国家資格・検定のうち、修了と同時に取得可能なもの、②国家資格・検定のうち、修了と同時に受験資格を取得するもの、③その他（民間検定等）の種別区分とともに、
名称、受験者数及び合格者数を記載します。自由記述欄には、各認定学科における代表的な学修成果（例えば、認定学科の学生・卒業生のコンテスト入賞状況等）に
ついて記載します。

■中退防止・中退者支援のための取組

一人ひとりの学生に定期的な面談や欠席が多い、成績が不良など状況に応じた面談を実施し、専門医の診察を勧めたり、学習支援等を行っている。ま
た、直接スクールカウンセラーへ相談できるようメールアドレスを公開している。状況によっては教務部長、学校長面談、保護者面談を実施し早期に対応
している。進路変更等の中途退学する者へは進みたい分野の自覚や変更上の悩みの確認を行い、保護者と面談の上学生の判断に委ねている。

経済的支援
制度

■学校独自の奨学金・授業料等減免制度：　　　　　有
※有の場合、制度内容を記入
①年間を通して学業に励み、人物・成績ともに他の学生の模範となるもの
②経済困窮者
③2・3学年
■専門実践教育訓練給付：　　　　　給付対象
※給付対象の場合、前年度の給付実績者数について任意記載
・41名

第三者による
学校評価

■民間の評価機関等から第三者評価：　　　　　無
※有の場合、例えば以下について任意記載
（評価団体、受審年月、評価結果又は評価結果を掲載したホームページＵＲＬ）

https://gushikawa-ns.ac.jp/


種別

①

③

（年間の開催数及び開催時期）

高良　武博
中部地区医師会立ぐしかわ看護専門学校
専任教員

令和元年7月1日～
令和3年3月31日（２年）

令和元年7月1日現在

名　前 所　　　属 任期

小波津　豊子
公益社団法人沖縄県看護協会
副会長

令和元年7月1日～
令和3年3月31日（２年）

徳森　朝子
中部地区医師会立ぐしかわ看護専門学校
学校長

令和元年7月1日～
令和3年3月31日（２年）

宮城　章子
中部地区医師会立ぐしかわ看護専門学校
教務部長

令和元年7月1日～
令和3年3月31日（２年）

１．「専攻分野に関する企業、団体等（以下「企業等」という。）との連携体制を確保して、授業科目の開設その他の教育課
程の編成を行っていること。」関係

（１）教育課程の編成（授業科目の開設や授業内容・方法の改善・工夫等を含む。）における企業等との連携に関する基本
方針

医療・看護・福祉の現状、動向を見据えて、社会・企業等の要請や期待に応えられる能力・資質を高められるカリキュラム
の構築を目指している。そのために、、病院、業界団体等との密接な連携を通じ、教育内容、教育方法等について、業界
関係者を含めた教育課程編成委員会の意見を踏まえて教育課程の編成を行うことを基本方針とする。

（２）教育課程編成委員会等の位置付け
※教育課程の編成に関する意思決定の過程を明記

翁長　多代子
社会医療法人敬愛会中頭病院
統括看護部長

令和元年7月1日～
令和3年3月31日（２年）

①業界における人材の専門性に関する動向、実務に関する知識・技術・技能、教育課程の編成などに関する事項等を審
①議するために教育課程編成委員会を設置し、学校長の諮問機関とする。
②第1回教育課程編成委員会の審議内容及び意見は、カリキュラム検討委員会に報告され、当年度の授業内容や指導
②方法に活用される。
③追加・変更となった教育課程は、学校運営会議で承認を得る。
④第2回教育課程編成委員会において、追加・変更・工夫点の実施状況を報告、新たに審議された結果を踏まえて、次年
④度に向けた教育会議において審議し、最終決定する。

仲村　文雄
中部地区医師会立ぐしかわ看護専門学校
事務部長

令和元年7月1日～
令和3年3月31日（２年）

　※委員の種別の欄には、委員の種別のうち以下の①～③のいずれに該当するか記載すること。
　　　①業界全体の動向や地域の産業振興に関する知見を有する業界団体、職能団体、
　　　　地方公共団体等の役職員（１企業や関係施設の役職員は該当しません。）
　　　②学会や学術機関等の有識者
　　　③実務に関する知識、技術、技能について知見を有する企業や関係施設の役職員

（４）教育課程編成委員会等の年間開催数及び開催時期

年2回　（8月、2月）

（開催日時（実績））
第1回　平成29年3月23日　16：30～17：30

第2回　平成30年6月27日　15：00～16：00

第3回　平成31年3月20日　15：00～16：30



※カリキュラムの改善案や今後の検討課題等を具体的に明記。

平成30年6月27日　教育課程編成委員会
・科目評価がされていないことに対して、委員から学生の特徴やニーズに応じて教科目の内容や時間数を調整していくこ
  とが必要であり、変更後はその科目についての評価が重要となるのではという意見があった。委員の意見に対して、教
  科目の授業評価を次年度から行い、評価結果を講師へフィードバックすることを説明した。また、科目例では、看護学概
  論において初めて看護を学ぶ学生に対して、グループ学習のなかで学習仲間とともに成長できる教育方法として協同学
  習を導入し、授業評価をもとに課題等につなげていくこととした。
・学校の入口に「建学の精神」「教育理念」「教育目的」を掲示しているが、もっと目立つように掲示することで、学生が日々
・の学習と関連づけて考えるようになり、理解も深まっていく、という意見を受け、日々の学習が理念のどの部分、卒業生
  像のどの項目と関連しているのか、説明しなくても掲げた言葉を見ることで記憶となるため、学校の理念等を掲示する場
  所や方法、教科目の内容や時間数の変更後の評価が課題となった。
・新卒看護師について感じることがあるかについては、「悟り世代」といわれた人たちで、言われたことだけをやる、相手に
・気が回らないなどの特徴があるため、新人研修では、みんなで同じものを作る、ゴールをめざしてお互い協力をするとい
  うゲームを取り入れていると報告があり、多職種との連携にもつながりいい機会になっているという意見を受け、「悟り世
  代」と云われる若者は、在校生の中にも何人か当てはまり、授業の中でゲームを取り入れることは若者が興味を持って
  参加できるので取り入れていく方向で検討することになった。対象者に合った方法論を用いることは重要との助言があっ
  た。
・教育方法については、看護過程の評価を3年生の領域実習前後でクリィティカルシンキング尺度を用いて調査することと
  した。

平成31年3月20日　教育課程編成委員会
・臨床側はどのような看護師を育成して欲しいか、どのような卒業生に就職していただきたいかについて、新卒看護師に望
・むことは、看護師としての人間性、倫理観との意見があった。知識、技術は新人教育のなかで訓練されていくが、人間性
・や倫理観は学校生活のなかで仲間と触れ合うことで、実習をすることで、対象である人間にどう関わっていくか学んでいく
・ことだと意見があった。
・カリキュラムに関するアンケート結果は全学年に、他に3年生には期待する卒業生像6項目についても調査した。卒業生
  像6項目において6割の学生がほぼ身についたと回答している。身についたものが態度、能力なのか可視化していないた
・め、卒業生像の評価を具体的に示せるよう評価表を作成するとする。
・カリキュラム改正では関連業界や現場の意見を反映させるために代表として委員がいるので、カリキュラム改正には臨
  床現場のニーズや意見を反映させることが必要ではないかとの意見があった。
・今後関連業界や臨床現場の意見も頂戴して、教職員全員で学生に選ばれる学校の特色を生かしたカリキュラム作成を
  目指していく。

（５）教育課程の編成への教育課程編成委員会等の意見の活用状況



科　目　名 科　目　概　要 連　携　企　業　等

（１）実習・演習等における企業等との連携に関する基本方針

本校の臨地実習は、教育目標を達成するための科目であるとともに看護学の統合の場として位置づけ、学内で学んだ看
護の理論を実践の場を通して、論理的思考を基盤に判断力、応用力、問題解決能力を身につけることを目的とする。これ
らの能力は、学内で健康の状態やその変化に応じて実践する知識を学び、校内演習で看護技術を身につけ、臨地におい
て実際の患者に実践することで統合することができる。リアルな場での経験こそが実践能力を高めるとともに、判断力や問
題解決能力を育成する効果的な教育方法である。また、看護は人間と人間との関係を基盤として成り立つものであり、学
生が臨地実習を通して看護者として望ましい態度を養い、人間的に成長することを期待している。臨地実習施設について
は「看護師等養成所の運営に関する指導ガイドライン」の定める実習施設としての基準を満たし、看護学生の実習受入れ
の実績があり、かつ看護師教育に熱心で本校の教育方針と合致している施設と締結し連携を行い取り組んでいる。

（２）実習・演習等における企業等との連携内容
※授業内容や方法、実習・演習等の実施、及び生徒の学修成果の評価における連携内容を明記

・当校と連携している企業等と協定書に基づいて、実習施設のそれぞれの強みを活かした実習になるよう連携調整を図
・り、実習調整会議において、実習目標の達成や実習方法について共通認識を行っている。また実習方法などの協議事
・項については検討し、検討内容の情報交換を行っている。
・実習評価は実習評価表に沿って行い、評価には実習指導者の意見も反映させている。実習指導者から直接指導を受け
・た学生はリフレクションを行い、実習グループ全員と共有し看護計画や患者ケアに生かしている。
・実習終了の際は、施設の実習指導や実習環境についてアンケート調査を行っている。その結果は実習調整会議や年度
・末の実習施設訪問時に提示し、施設側への要望、学校側の改善点等を共有し次年度の臨地実習に生かせるよう連携を
・とっている。

（３）具体的な連携の例※科目数については代表的な５科目について記載。

成人看護学実習Ⅱ

成人期における健康問題を理解し、周手術期に在る対象
とその家族への看護を実践する能力を養う。対象とその
家族を取り巻く医療チームとしての看護の役割や保健医
療福祉チーム間での連携を理解し活用することができる。

沖縄県立中部病院、社会医療法
人ハートライフ病院、医療法人中
部徳洲会病院、社会医療法人中
頭病院

基礎看護学実習Ⅱ
看護の対象を総合的に理解し、基礎看護学で学んだ知
識・技術を統合し、日常生活を通して、看護過程展開の
基本を習得する。

沖縄県立中部病院、社会医療法
人ハートライフ病院、医療法人中
部徳洲会病院、国立病院機構沖
縄病院、社会医療法人中頭病院、
医療法人ちゅうざん病院

小児看護学実習
小児各期の特徴を理解し、子どもの健全な成長発達を
助けると共に、健康段階に応じた子どもと家族に必要な
援助の実際を学ぶ。

沖縄県立中部病院、沖縄県立南
部医療センター・子ども医療セン
ター、社会医療法人中頭病院、社
会福祉法人ひまわりっ童ほいくえ
ん、社会福祉法人ハッピーネス保
育園、社会福祉法人すくすく保育
園、社会福祉法人百合が丘保育
園

統合実習

臨地実習で習得した看護実践を行うための基礎的能力
を生かし、看護チームの一員としての体験によって知識、
技術、態度を統合し、臨床に即した看護実践力を身につ
ける。

沖縄県立中部病院、社会医療法
人ハートライフ病院、医療法人中
部徳洲会病院、国立病院機構沖
縄病院、社会医療法人中頭病院

老年看護学実習Ⅰ

健康障害のある高齢者・家族を理解し、高齢者の持てる
力に焦点を当てた日常生活の援助方法を学ぶ。高齢者
を支える保健医療福祉について理解し、多職種との連携
の中で看護の役割を学ぶ。

医療法人社団陽光館、医療法人
いずみ苑、特定医療法人若松苑、
医療法人中城苑、医療法人おきな
わ徳州苑、社会福祉法人信成苑、
医療法人白川園、社会福祉法人
ぎのわんおもと園、医療法人いし
かわ願ぬ森



研修名「看護教育学会第28回学術集会」（連携企業等：日本看護学教育学会）
期間：平成30年8月28日～29日　　対象：新任教員、中堅教員3名
内容：看護教育に関する知見をふかめる研修

研修名「第28回日本病態生理学会大会」（連携企業等：日本病態生理学会）
期間：平成30年8月4日～5日　　対象：中堅教員
内容：基礎看護学教授に関連した病態生理に関する知見を深める研修

研修名「小児特有の見方とアセスメントの重要ポイント」（連携企業等：日総研）
期間：平成30年8月5日　　対象：一人前教員、中堅教員
内容：小児看護学教育に関する理解を深める研修

研修名「精神看護初心者研修会」（連携企業等：日本精神科看護協会）
期間：平成30年4月25日～27日　　対象：中堅教員
内容：精神看護学教育に関する理解を深める研修

３．「企業等と連携して、教員に対し、専攻分野における実務に関する研修を組織的に行っていること。」関係

（１）推薦学科の教員に対する研修・研究（以下「研修等」という。）の基本方針
※研修等を教員に受講させることについて諸規程に定められていることを明記

本校の定める教員研修規程において「職務の遂行に必要な知識、技能等を修得させることによりその職務に必要な教員
の能力、資質などの向上を図ること」と明記し、教員の資質および能力の向上を図るために必要に応じ、研修への派遣・
参加が規定されている。また、教員の研修計画を策定し、教員に研修を受ける機会を与えること、および他の機関と共同
又は委託し研修を行うことを学校の責務であることを明記している。教員研修、国家試験対策研修、教育能力を高める実
践的研修、教育会議等を通じて、教員としての教授力向上や学生指導・学生支援のスキルアップを図る。また、沖縄県看
護教育協議会や日本看護学校協議会、看護系学会・セミナー等への研修を通じ、看護教育に関する専門性やマネジメン
ト力の向上等について教員のキャリア段階を考慮して取り組ませ、積極的に参加できるよう支援している。

（２）研修等の実績

研修名「第30回日本看護学校協議会学会」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：平成30年8月23日～24日　　対象：一人前教員、中堅教員2名、教務部長
内容：看護学教育に関する知見を深め発表スキルを高める研修

研修名「高齢者看護の実践」（連携企業等：メディカ出版）
期間：平成30年9月30日　　対象：中堅教員
内容：老年看護学教育に関する理解を深める研修

研修名「最新の看取りケアその人らしさの支援を実現する」（連携企業等：日総研）
期間：平成30年6月23日　　対象：中堅教員
内容：老年看護学教育に関する理解を深める研修

研修名「看護職者と倫理（管理者編）」（連携企業等：沖縄県看護協会）
期間：平成30年7月4日　　対象：教務部長
内容：看護倫理に関する理解を深める研修

研修名「効果的なプレゼンテーション技法を学ぼう」（連携企業等：沖縄県看護協会）
期間：平成30年7月14日　　対象：教務部長
内容：看護教育の教育指導に活かすプレゼンテーション技法についてスキルアップを図る研修

研修名「災害支援ナースの第一歩～災害看護の基本的知識～」（連携企業等：沖縄県看護協会）
期間：平成30年7月25日（水）～26日（木）　　対象：一人前教員
内容：災害看護に関する基礎知識を深める研修

①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「形態機能学に基づくヘルスアセスメント授業・演習のすすめ方と教授法」（連携企業等：日総研）
期間：平成30年12月月22日　　対象：中堅教員
内容：基礎看護学教育に関する教育技法を深める研修



研修名「第2回看護教員再教育研修」（連携企業等：沖縄県看護教育協議会）
期間：平成31年2月23日　　対象：中堅教員4名、熟達教員3名
内容：看護教育力、教育方法を高める研修

研修名「第1回看護教員再教育研修」（連携企業等：沖縄県看護教育協議会）
期間：平成30年12月26日　　対象：新任教員3名、一人前教員2名、中堅教員5名、熟達教員2名
内容：看護教育力、教育方法を高める研修

②指導力の修得・向上のための研修等

研修名「副校長・教務主任研修」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：平成30年12月18日～19日　　対象：教務部長
内容：看護教育に関する動向と課題を把握するための研修

研修名「教務主任養成講習会」（連携企業等：愛知県看護協会）
期間：平成30年5月15日～平成31年1月31　　対象：熟達教員
内容：教務主任に必要な専門的な知識、技術を修得するための研修

研修名「学校長会」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：平成30年5月30日　　対象：学校長
内容：看護教育に関する動向と課題を把握する

研修名「動機付け面接のススメ」（連携企業等：いきがいクリエーション）
期間：平成30年10月20日　　対象：中堅教員、教務部長
 内容：対人援助職のストレスマネージメントを高める研修

研修名「看護師国家試験対策教員セミナー」（連携企業等：さわ研究所）
期間：平成30年4月8日　　対象：一人前教員、中堅教員
内容：. 第108回国試の傾向と対策

研修名「自分の強みを生かしたリーダーシップ、相手のタイプにあわせた関わり方」（連携企業等：日総研）
期間：平成30年5月13日　　対象：中堅教員
内容：組織においてリーダーシップを高める方法を学ぶ研修

研修名「第2回教育研修会」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：平成30年8月7日～10日　　対象：新任教員
 内容：授業設計の方法を学び授業案作成のための研修

研修名「学研ナーシングセミナー」（連携企業等：学研ナーシング）
期間：平成30年4月7日　　対象：一人前教員、中堅教員
内容： 国家試験対策の指導方法の実際を学ぶ研修

研修名「第33回沖縄県看護研究学会学術集会」（連携企業等：沖縄県看護教育協議会）
期間：平成31年2月16日　　対象：中堅教員3名、熟達教員
内容：地域包括ケアの現状・今後についての新しい知見を得る研修

研修名「新任看護教員研修」（連携企業等：湘央学園浦添看護学校）
期間：平成31年3月25日　　対象：新任教員2名、一人前教員3名、中堅教員3名、熟達教員3名
内容：授業デザインの基本的な考え方とその実際を学ぶ研修

研修名「新任看護教員研修」（連携企業等：沖縄県看護教育協議会）
期間：平成30年10月27日　　対象：新任教員2名
内容：看護教育力を高める研修



研修名「フィジィカルアセスメントの座学と演習の組み立て方」（連携企業等：日総研）
期間：令和元年8月25日　　対象：新任教員、中堅教員
内容：フィジィカルアセスメントの技術を高める研修

研修名「認知行動療法の実際～認知行動療法を日常臨床でどのように活かすか」（連携企業等：日本精神科看護協会）
期間：令和元年9月13日　　対象：中堅教員
内容：精神看護学教育に関する理解を深める研修

（３）研修等の計画
①専攻分野における実務に関する研修等

研修名「指導者のためのシミュレーション教育入門編」（連携企業等：福岡女学院大学）
期間：令和2年1月25日　　対象：熟達教員
内容：シミュレーション教育を実践するためシミュレーション教育の基礎知識を 学ぶための研修

研修名「授業デザインの基本的な考え方とその実際」（連携企業等：当校招聘「神奈川県藤沢市教育文化センター」）
期間：令和2年3月19日　　対象：新任教員5名、一人前教員3名、中堅教員8名、熟達教員2名
内容：授業方法の基礎を身につけ授業につなげるための

研修名「正期産児の観察ポイント」（連携企業等：メディカ出版）
期間：令和元年12月15日　　対象：中堅教員
内容：申請時の診察法の基本や異常所見の見方を学ぶ研修

研修名「第29回日本病態生理学会大会」（連携企業等：日本病態生理学会）
期間：令和元年8月3日～4日　　対象：中堅教員
内容：基礎看護学教授に関連した病態生理に関する知見を深める研修

研修名「第1回看護教員再教育研修」（連携企業等：沖縄県看護教育協議会）
期間：令和元年7月27日　　対象：新任教員5名、一人前教員3名、中堅教員8名、熟達教員2名
内容：看護教育力、教育方法を高める研修

研修名「日本看護学教育学会」（連携企業等：日本看護学教育学会）
期間：令和元年8月3日～8月4日　　対象：新任教員、中堅教員、教務部長、学校長
内容：看護学教育に関する知見を深め発表スキルを高める研修

研修名「発達障害・精神疾患と思われる学生・スタッフに対する理解と接し方」（連携企業等：日総研）
期間：平成31年4月7日　　対象：一人前教員、中堅教員3名
内容：学生の心理的側面への支援の方法を学ぶ研修

研修名「学校長会」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：令和元年5月29日　　対象：学校長
内容： 看護学教育に関する最新情報を今後の教育活動に役立てる。

研修名「カリキュラム改正に向けて今取り組むべjき課題」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：令和元年5月29日　　対象：熟達教員、教務部長
内容：看護基礎教育の動向と知見を深める研修

研修名「今どきの若者の論理的思考力を高める教育法」（連携企業等：日総研）
期間：令和元年7月7日　　対象：中堅教員
内容：看護学生の特徴を踏まえた看護教育方法を学ぶ研修

研修名「看護で活かす認知行動療法」（連携企業等：日本精神科看護協会）
期間：令和元年6月14日　　対象：中堅教員
内容：精神看護学教育に関する理解を深める研修

研修名「精神看護初心者研修会」（連携企業等：日本精神科看護協会）
期間：令和元年7月1日～7月3日　　対象：中堅教員
内容：精神看護学教育に関する理解を深める研修

②指導力の修得・向上のための研修等



研修名「第1回新任看護教員研修」（連携企業等：沖縄県看護教育協議会）
期間：令和元年11月1日　　対象：新任教員4名
内容：看護教育力を高める研修

研修名「発達障害傾向、ゆとり顕著、自己評価高への共通個別対応策」（連携企業等：日総研）
期間：令和元年12月7日　　対象：中堅教員
内容：困った3タイプへの対応スキルを学ぶ研修

研修名「副学校長・教務主任会」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：令和元年12月17日～18日　　対象：教務部長
内容： 看護学教育に関する最新情報を今後の教育活動に役立てる。

研修名「中堅専任教員の教育実践能力の強化～臨床判断能力とその育成」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：令和元年12月18日　　対象：中堅教員2名
内容：教育実践能力を高めるための研修

研修名「中堅看護教員研修　臨床倫理とナラテイブのススメ」（連携企業等：沖縄看護学校協議会）
期間：令和元年12月20日　　対象：中堅教員8名
内容：中堅看護教員の教育実践力を高めるための研修

研修名「第2回新任看護教員研修」（連携企業等：松下看護専門学校）
期間：令和元年12月23日　　対象：新任教員5名、一人前教員3名、中堅教員8名、熟達教員2名
内容：学生の気持ちになってみよう、学生が活きる臨地実習を学ぶ研修

研修名「第2回看護教員再教育研修」（連携企業等：沖縄県看護教育協議会）
期間：令和元年12月26日　　対象：新任教員5名、一人前教員3名、中堅教員8名、熟達教員2名
内容：看護教育力、教育方法を高める研修

研修名「第2回教育研修会」（連携企業等：日本看護学校協議会）
期間：令和元年8月6日～8月9日　　対象：新任教員2名
内容：授業設計の方法を学び授業案作成のための研修



（２）「専修学校における学校評価ガイドライン」の項目との対応

（６）教育環境

①施設・設備・教育用具は、教育上の必要性に十分対応できるよう整
①備されているか
②臨地実習体制を整備しているか
③防災に対する組織体制を整備し、適切に運用しているか
④学内における安全管理体制を整備し、適切に運用しているか

ガイドラインの評価項目 学校が設定する評価項目

４．「学校教育法施行規則第１８９条において準用する同規則第６７条に定める評価を行い、その結果を公表していること。
また、評価を行うに当たっては、当該専修学校の関係者として企業等の役員又は職員を参画させていること。」関係

（１）学校関係者評価の基本方針

ぐしかわ看護専門学校学校学則第4条に基づき、学校評価規程第11条に定める学校関係者評価委員会を設置・運営す
る。学校の教育方針に基づき、目標達成に向けて教育活動としての学校運営が適切に行われているか、自己点検・自己
評価結果について、企業等委員の学校関係者の参画による評価を行い、学校の現状と課題について共通理解を深め、協
力して教育活動その他の学校運営を推進することを目指す。また,自己点検・自己評価結果を情報公開することで、客観
性および透明性を高め、開かれた学校づくりに寄与する。

（３）教育活動

①教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針を定めているか
②修業年限に応じた教育到達レベルを明確にしているか
③修業年限に応じた教育到達レベルや学習時間の確保は明確にして
③いるか
④教育課程について、外部の意見を反映しているか
⑤実践的な職業教育（実習）が体系的に位置づけられているか
⑥授業評価を実施しているか
⑦成績評価・単位認定、進級、卒業判定の基準は明確になっているか
⑧作品及び技術等の発表における成果を把握しているか
⑨目標とする免許は、教育課程上で、明確に位置づけているか
⑩資格・免許取得に関する指導体制はあるか
⑪資格・要件を備えた教員を確保しているか
⑫教員の資質向上への取組みを行っているか
⑬教員の組織体制を整備しているか

（４）学修成果
①就職率・進学率の向上が図られているか
②免許取得率の向上が図られているか
③卒業生の社会的な活躍及び評価を把握しているか

（５）学生支援

①就職等進路に関する支援組織体制は整備されているか
②退学率の低減が図られているか
③学生相談に関する体制を整備しているか
④学生に対する経済的支援体制は整備されているか
⑤学生の健康管理を行う体制を整備しているか
⑥学生の生活環境への支援は行われているか
⑦課外活動に対する支援体制を整備しているか
⑧保護者との連携体制を構築しているか
⑨卒業生への支援体制を整備しているか
⑩産学連携による卒業後の再教育プログラムの開発・実施に取組
⑩んでいるか
⑪社会人のニーズを踏まえた教育環境を整備しているか

（１）教育理念・目標

①理念・目的・育成人材像は、定められているか
②育成人材像は専門分野に関連する業界等の人材ニーズに適合して
②いるか
③理念等の達成に向け特色ある教育活動に取り組んでいるか
④社会のニーズ等を踏まえた将来構想を抱いているか

（２）学校運営

①理念に沿った運営方針を定めているか
②理念等を達成するための事業計画を定めているか
③設置主体である医師会は組織運営を適切に行っているか
④学校運営のための組織を整備しているか
⑤人事・給与に関する制度を整備しているか
⑥意思決定システムを整備しているか
⑦情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか



・評価結果をもとに以下の内容に取り組んだ。
平成30年3月23日　学校関係者評価会議
①理念など学生・保護者への周知について、学校用封筒などへ表記するなどのすぐに実践可能な方法を取り入れてもよ
①い。特に建学の精神は沖縄の文化である“イチャリバチョーデー”や“ユイマール“を取り入れたことは学校の特色とも
①なっているので、学校パンフレット以外にもアピールしていくこと。
②卒業生が患者役となる看護OSCEは、カリキュラムの特徴ともいえるので前面的に提示する方向で考えたらどうか。
⇒特徴ある教育活動として領域別看護過程、協同学習によるコミュニケーション能力の育成、看護OSCEをあげている。看
②護OSCEが卒業生にとって看護実践能力の育成になっているか、卒業生・卒業生の就職した施設に調査をしているとこ
②ろである。調査結果を踏まえて看護OSCEをカリキュラムの特徴に上げるか検討する。
③学生の募集は、若い人を対象にＴＶコマーシャルなどの活用も良い、対象となる者の特性を踏まえた広報のあり方も考
③慮したらどうか。
⇒ＴＶコマーシャルは費用のこともあり考えにくいが、広報委員会を中心に学校アピールに向けた広報活動を展開していく
③計画である。
④オープンキャンパス等学生の発表について評価を行いカリキュラムとつなげているか、学内・非常勤講師の授業評価に
④ついてはどのようにされているか。
⇒学生の発表の多くは、科目の演習でまとめたものであり、発表用に作成することで振り返りができている。授業評価は非
④常勤講師の評価を、システム化することを計画している。
平成31年1月16日　学校関係者評価会議
①入学生受け入れの方針であるアドミッションポリシーについて、看護学校でもそのような受け入れ方針を示しているか。
⇒学校パンフレットに入学生の受け入れ方針として表示していないため、学校の運営方針にもある入学生の確保を達成す
①るためにも受け入れ方針を表示する方向で検討する。
②病院の看看連携と同じように、病院と学校の連携協力ができないか。
⇒病院と学校の連携ができるよう実習病院と調整中である。
③「クリティカルシンキング尺度による看護学生の行動特性」調査の報告・卒業生：看護過程をしていたことが力となり、患
③者の問題を見ることができ解決の糸口がみつかる。
④看護過程を学んだ看護師とそうでない看護師には患者の問題解決に違いがある。能動的に考える力は重要であり看護
④過程は看護教育では外せない科目と考えるが、クリティカルシンキング尺度を用いた調査は継続していくのか。
⇒特色ある教育活動の一つであり、学びの評価は必要で継続する計画である。

①法令や専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営がされてい
①るか
②学校が保有する個人情報保護に関する対策を実施しているか
③自己評価の実施体制を整備し、評価を行っているか
④自己評価結果を公表しているか
⑤学校関係者評価の実施体制を整備し評価を行っているか
⑥学校関係者評価結果を公表しているか
⑦教育情報に関する情報公開を積極的に行っているか

（１０）社会貢献・地域貢献
①学校の教育資源を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか
②学生のボランティア活動を奨励し、具体的な活動支援を行っている
②か

（７）学生の受入れ募集

①高等学校等接続する教育機関に対する情報提供に取り組んでいる
②学生募集活動は適切に行われているか
③入学選考基準を明確化し、適切に運用しているか
④入学選考に関する実績を把握し、授業改善等に活用しているか
⑤経費内容に対応し、学納金を算定しているか
⑥入学辞退者に対し、授業料等について、適正な取扱を行っているか

（８）財務

①学校及び医師会運営の中長期的な財務基盤は安定しているか
②学校及び医師会運営に係る主要な財務数値に関する財務分析を
②行っているか
③教育目標との整合性を図り、予算・収支計画は有効かつ妥当なもの
③になっているか
④予算及び計画に基づき、適正に執行管理を行っているか
⑤財務について会計監査が適正に行われているか
⑥財務情報公開体制を整備し、適切に運用しているか

（１１）国際交流 -

（９）法令等の遵守

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）学校関係者評価結果の活用状況



種別

企業等委員

企業等委員

ＰＴＡ

卒業生

　※委員の種別の欄には、学校関係者評価委員として選出された理由となる属性を記載すること。
　（例）企業等委員、PTA、卒業生等

（５）学校関係者評価結果の公表方法・公表時期

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

URL:https://www.gushikawa-ns.ac.jp/情報公開2019/

公表時期：令和元年7月1日

許田　みやび
沖縄県立北部病院
看護師

令和元年7月1日～
令和元年3月31日（２年）

小波津　豊子
公益社団法人沖縄県看護協会
副会長

令和元年7月1日～
令和元年3月31日（２年）

翁長　多代子
社会医療法人敬愛会中頭病院
統括看護部長

令和元年7月1日～
令和元年3月31日（２年）

（４）学校関係者評価委員会の全委員の名簿
　　　令和元年7月1日現在

名　前 所　　　属 任期

喜納　幸美
医療法人沖縄徳洲会北谷病院
看護責任者

令和元年7月1日～
令和元年3月31日（２年）

https://www.gushikawa-ns.ac.jp/%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%85%AC%E9%96%8B2019/


ガイドラインの項目 学校が設定する項目

（１）学校の概要、目標及び計画

※（１０）及び（１１）については任意記載。
（３）情報提供方法

URL:https://www.gushikawa-ns.ac.jp/情報公開2019/

（８）学校の財務
①看護学校特別会計収支計算書　②賃借対照表内訳表
③会計監査

（９）学校評価 ①自己評価の結果　②学校関係者評価の結果

（１０）国際連携の状況 -

（ホームページ　・　広報誌等の刊行物　・　その他（　　　　　　　　　　　）　　　）

①学校の教育理念及び目標、特色　 ②学校名 　③校長名
④所在地　⑤学校の沿革

（１１）その他 -

（５）様々な教育活動・教育環境 ①学校行事②課外活動

（６）学生の生活支援 ①学生への支援状況、支援の取り組み

（７）学生納付金・修学支援

５．「企業等との連携及び協力の推進に資するため、企業等に対し、当該専修学校の教育活動その他の学校運営の状況
に関する情報を提供していること。」関係

①学納金　②修学支援の内容

（２）各学科等の教育
①定員数　②カリキュラム　③年間計画
④進級・卒業の要件及び評価基準

（３）教職員 ①教職員数

（４）キャリア教育・実践的職業教育
①キャリア支援への取り組み　②実習への取り組み
③就職支援への取り組み

（１）企業等の学校関係者に対する情報提供の基本方針

看護師等養成所の運営に関する指導ガイドラインに基づいて構築したカリキュラム、学習環境の整備、学校運営の実際を
透明性をもって情報を公開する。また、教育理念・教育目標・期待する卒業生像を企業等と共有し、教育の連携を強化す
る。連携によって得られた成果・課題を企業等と共有・検討し教育の質向上に活用する。自己点検・自己評価、学校関係
者評価の結果をもって、教育活動やその他学校運営の状況を開示し、健全な学校運営につとめる。

（２）「専門学校における情報提供等への取組に関するガイドライン」の項目との対応

https://www.gushikawa-ns.ac.jp/%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%85%AC%E9%96%8B2019/


（別紙様式１－２）                  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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○ 論理的思考法
論理的思考法を学ぶとともに、その表現
方法を養う

1
・
前
期

30 1 ○ △ - ○ - - ○ -

○ 情報科学
情報収集・分析、処理の基礎的知識と技
術を学び、その活用方法と応用する能力
を養う

1
・
後
期

30 1 ○ △ - ○ - - ○ -

○ 教育学
人間の成長発達における教育の重要性を
学び、教育の基礎的知識を養う

1
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 生命と倫理学
生命の尊厳、人間尊重について理解し、
医療・看護の基盤となる倫理観を学ぶ

1
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 文化人類学
世界の文化を幅広く見つめ、人間生活や
身近な地域社会に関心を持つことができ
つ

3
・
前
期

15 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 生活環境論
地域環境における生態系の在りようを理
解した上で、健康の基盤となる生活環境
を学ぶ

2
・
前
期

15 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 社会学
社会学における基本的な概念を学び、人
間と社会について理解を深める

1
・
後
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 心理学
心理学の基礎的知識を学び、自己と他者
を理解することで人間理解につなげる

1
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 人間関係論
関係的存在としての人間の特徴を理解
し、人間関係のあり方を学ぶ

1
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 英語Ⅰ
国際交流に活かせる実用英会話と英文の
読解力を身につける

1
・
前
期

30 1 ○ △ - ○ - - ○ -

授業科目等の概要
（医療専門課程看護学科）平成30年度

分類

授業科目名 授業科目概要

配
当
年
次
・
学
期

授
　
業
　
時
　
数

単
 
位
 
数

授業方法 場所 教員
企
業
等
と
の
連
携



○ 英語Ⅱ
看護実践の場で活かせる看護に必要な英
語を学ぶ

2
・
前
期

45 2 ○ - - ○ - - ○ -

○
レクリエー
ションとス
ポーツ

レクリエーションとスポーツを通して感
性を磨き、人間性の幅を広げる

2
・
前
期

30 1 ○ △ - ○ - - ○ -

○
身体のしくみ
Ⅰ

人体の生命維持の基盤となる器官の機能
と構造について学ぶ

1
・
前
期

60 2 ○ - - ○ - - ○ -

○
身体のしくみ
Ⅱ

人体の活動を統合する機能と構造と、人
体を保護し、種を保存する機能と構造に
ついて学ぶ

1
・
前
期

45 2 ○ △ - ○ - ○ ○ -

○ 生化学
生体を構成する物質とその代謝作用を学
び、人間の生命現象を科学的に判断する
能力を養う

1
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 栄養と健康
人間の健康生活を支える食事について考
え、生体に取り込まれた栄養素の働きを
理解する

1
・
後
期

30 1 ○ △ △ ○ - - ○ -

○ 微生物学
微生物が生体に及ぼす影響を理解し、病
原微生物の種類と特徴から生体への影響
を予防する方法を学ぶ

1
・
前
期

30 1 ○ △ △ ○ - - ○ -

○ 病理学
健康障害に関する病因と病変について学
ぶ

1
・
前
期

15 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 病態生理学Ⅰ
呼吸器、循環器、血液・造血器、内分泌
疾患の病態生理、診断、検査、治療につ
いて学ぶ

1
・
前
期

45 2 ○ - - ○ - - ○ -

○ 病態生理学Ⅱ
歯・口腔器、消火器、代謝疾患の病態生
理、診断、検査、治療について学ぶ

1
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 病態生理学Ⅲ
皮膚、アレルギー・膠原病・感染症、
眼、耳鼻咽喉疾患の病態生理、診断、検
査、治療について学ぶ

1
・
後
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 病態生理学Ⅳ
脳・神経、運動器、精神疾患の病態生
理、診断、検査、治療について学ぶ

2
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 病態生理学Ⅴ
腎・泌尿器、女性生殖器、小児期、周産
期疾患の病態生理、診断、検査、治療に
ついて学ぶ

2
・
前
期

45 2 ○ - - ○ - - ○ -

○ 薬理学
薬物が生体に及ぼす作用・副作用を理解
し、薬物の取り扱いと管理方法を学ぶ

1
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -



○ 公衆衛生学
健康問題と社会背景を理解し、健康問題
に対する統計的な知識を学び、健康に関
する諸問題を幅広く捉える能力を養う

2
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 社会福祉学Ⅰ
社会福祉の定義を学び、看護と社会福祉
の関連を習得する

2
・
前
期

15 1 ○ - - ○ - - ○ -

○ 社会福祉学Ⅱ
社会保障の概念と目的、機能を学び、看
護の中で社会保障が果たす役割を習得す
る

2
・
前
期

45 2 ○ △ - ○ - - ○ -

○ 看護関係法令
看護活動を行うための基盤となる法令及
び関連する法について学ぶ

3
・
前
期

15 1 ○ - - ○ - ○ - -

○ 現代医療論

医療の変化と健康問題・疾病予防につい
て理解を深め、望ましい医療者・看護師
像について学ぶ。また、地域医療活動と
その意義について学ぶ

1
・
前
期

15 1 ○ - - ○ - - ○ -

○
基礎看護学概
論Ⅰ

看護の概念を捉え、看護の位置づけ・専
門性について学ぶ。また、看護の対象と
しての人間の捉え方を明らかにし、看護
の機能と役割の重要性が認識できる

1
・
前
期

30 1 ○ - - ○ - ○ - -

○
基礎看護学概
論Ⅱ

先人の看護論の中から看護の構成要素に
ついて学び、自己の看護観の土台を築く

1
・
前
期

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○
基礎看護方法
論Ⅰ

看護を実践するための基礎となる技術の
概念について理解し、安全・安楽な看護
行為に共通する基本技術を習得する

1
・
前
期

30 1 ○ △ △ ○ - ○ - -

○
基礎看護方法
論Ⅱ

対象の健康生活を保持するために、環境
調整の援助技術、バイタルサインの測定
及び活動と休息への援助などの日常生活
援助技術を習得する

1
・
前
期

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○
基礎看護方法
論Ⅲ

対象の健康生活を保持するために、清
潔・衣生活への援助、栄養と食事の援助
及び排泄の援助などの日常生活援助技術
を習得する

1
・
前
期

45 2 ○ △ △ ○ - ○ - -

○
基礎看護方法
論Ⅳ

看護におけるフィジカルアセスメント及
び身体計測の技術を習得し、さらに検
査・治療に伴う看護の役割と援助方法を
学ぶ

1
・
後
期

45 2 ○ △ △ ○ - ○ - -

○
基礎看護方法
論Ⅴ

健康障害を持つ対象に対し経過別・治療
処置別等に応じた基礎的知識及びその援
助方法を学ぶ

1
・
後
期

45 2 ○ △ △ ○ - ○ ○ -

○
基礎看護方法
論Ⅵ

看護過程にそって看護の実践を行うこと
の意義と重要性が理解でき、教育的関わ
りの方法及び具体的展開の方法を学ぶ

1
・
後
期

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○
基礎看護学実
習Ⅰ

看護における活動の場と患者の生活環境
及び健康障害により日常生活が制限され
ている対象を理解し、看護活動の基礎と
なる知識・技術・態度を習得する

1
・
後
期

45 1 - - ○ ○ ○ ○ - ○



○
基礎看護学実
習Ⅱ

基礎看護学で学んだ知識・技術・態度を
統合し、看護過程展開の基本を習得する

2
・
前
期

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

○
成人看護学概
論

成人看護学の概念と成人期の特徴と対象
を理解し、成人期の保健・医療・福祉の
動向と課題、倫理と看護者の役割につい
て学ぶ

1
・
後
期

30 1 ○ - - ○ - ○ - -

○
成人看護学方
法論Ⅰ

急激な身体侵襲で生命の危機状態にある
対象の特徴を理解するとともに回復を促
進する援助について学ぶ

2
・
前
期

60 2 ○ △ △ ○ - ○ ○ -

○
成人看護学方
法論Ⅱ

生涯にわたり疾病の自己管理を必要とす
る対象の看護、対象とその家族が健康障
害を受容する家庭やセルフケアを高める
援助の方法を学ぶ。さらに、終末期にお
ける対象の特徴を理解するとともに終末

2
・
前
期

45 2 ○ ○ - ○ - ○ ○ -

○
成人看護学方
法論Ⅲ

回復過程において障害への適応と社会復
帰を目指す対象への看護を理解する

2
・
前
期

30 1 ○ ○ - ○ - ○ ○ -

成人看護学実
習Ⅰ-1

成人看護学実
習Ⅰ-2

○
成人看護学実
習Ⅱ

成人期における健康問題を理解し、周手
術期にある対象とその家族への看護を実
践する能力を養う

3
・
通
年

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

○
老年看護学概
論

老年看護の意義を理解し、加齢に伴う身
体的・精神的・社会的機能の変化や特徴
学ぶ。さらに、高齢者を取り巻く家族や
保健医療福祉の動向を学ぶ

1
・
後
期

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○
老年看護学方
法論Ⅰ

高齢者の健康障害が日常生活動作に及ぼ
す影響について学び、その問題を解決も
しくは生活への影響を最小限にするため
の基本的な看護援助を習得する。また、
老年期に特徴的な疾患を持つ高齢者の看

2
・
前
期

45 2 ○ △ △ ○ - ○ ○ -

○
老年看護学方
法論Ⅱ

老年看護の看護過程が展開できる

2
・
前
期

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○
老年看護学実
習Ⅰ

健康障害のある高齢者・家族を理解し、
ADL・QOLの維持・向上に向けた看護の基
礎的能力を養う

3
・
通
年

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

○○ ○ ○ -180 4 - - ○○

成人期にある対象の健康の保持増進と、
疾病予防の活動と保険医療福祉チームに
おいての看護の役割を理解する
成人期における健康問題を理解し、慢性
期・終末期の経過をたどる対象とのその
家族への看護を実践する能力を養う

2
・
後
期



○
老年看護学実
習Ⅱ

健康障害・疾病を持つ高齢者・家族を理
解し、適切な援助を提供できる老年看護
実践能力を養う

3
・
通
年

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

○
小児看護学概
論

子どもの特徴と子どもを取り巻く環境に
ついて学び、小児看護の対象を理解する

1
・
後
期

30 1 ○ △ △ ○ - ○ ○ -

○
小児看護学方
法論Ⅰ

健康障害や入院が小児や家族に及ぼす影
響について学ぶ

2
・
前
期

45 2 ○ △ △ ○ - ○ ○ -

○
小児看護学方
法論Ⅱ

小児看護事例を通して看護過程を学ぶ

2
・
後
期

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○
小児看護学実
習

小児看護における対象の特徴を理解し、
健康段階に応じた子どもの成長発達を促
すとともに子どもと家族に必要な援助の
実際を学ぶ

3
・
通
年

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

○
母性看護学概
論

女性を取り巻く環境について学び、母性
看護の対象及び役割を理解する

1
・
後
期

30 1 ○ - - ○ - ○ - -

○
母性看護学方
法論Ⅰ

周産期の生理的特徴を理解し、周産期に
おける健康保持・増進及び健康問題に関
する援助方法を習得する

2
・
前
期

45 2 ○ △ △ ○ - ○ ○ -

○
母性看護学方
法論Ⅱ

紙上事例による看護過程の展開を通し
て、母性看護の具体的な援助方法を習得
するとともに健康に働きかける看護のあ
り方を学ぶ

3
・
前
期

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○
母性看護学実
習

母性看護の対象を理解し、女性の健康に
関する活動の実際を見学あるいは実施す
ることで、保健医療福祉チームの一員と
しての役割を学ぶ。また、周産期におけ
る対象の心身の変化を理解し、対象及び
家族に適した看護が実践できる基礎的能
力を養う

3
・
通
年

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

○
精神看護学概
論

精神看護学の位置づけ、精神看護の意
義、目的、対象、機能と役割を学ぶ。心
の構造・働きや発達を理解し、精神の健
康保持・増進のための支援法を学ぶ。わ
が国の精神保健福祉制度を学び、人権・

1
・
後
期

30 1 ○ - - ○ - ○ - -

○
精神看護学方
法論Ⅰ

精神に障害のある対象の精神症状や状態
像、治療法を学び、その対象が体験して
いる世界を知り、精神障害者への理解を
深め、援助の視点を学ぶ

2
・
前
期

45 2 ○ △ △ ○ - ○ ○ -

○
精神看護学方
法論Ⅱ

精神看護の基本を学び、治療的人間関係
を深めるための精神看護実践能力を身に
つける

2
・
後
期

30 1 ○ - ○ - ○ - -



○
精神看護学実
習

精神に障害のある人との関わりを通し
て、対象の特徴や対象を取り巻く環境を
理解し、精神的健康の回復へ援助を実践
できる基礎的能力を養う

3
・
通
年

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

○ 在宅看護概論
在宅看護の歴史的変遷を踏まえ、在宅看
護の概念と対象・場を理解し、在宅看護
の役割・機能を学ぶ

1
・
後
期

30 1 ○ - - ○ - ○ ○ -

○
在宅看護方法
論Ⅰ

在宅看護に必要な看護援助を学び、対象
の抱えるニーズを把握し、セルフケア能
力を高めるための支援と生活の質の維
持・向上に向けての支援法を学ぶ

2
・
前
期

45 2 ○ △ - ○ - ○ ○ -

○
在宅看護方法
論Ⅱ

事例を通して看護過程を学び、個別的な
在宅ケア支援のための保健・医療・福祉
のネットワークの活用方法・継続看護の
方法を学ぶ

3
・
前
期

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○ 在宅看護実習

訪問看護ステーション及び居宅介護支援
事業所の役割・機能を理解し、在宅療養
者の持つ療養上の課題を知り、療養者及
び家族のQOL向上へ向けて看護者の果たす
役割について学ぶ

3
・
通
年

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

○
看護活動と管
理

看護活動における看護管理と災害看護を
理解し、国際的視野から看護について学
ぶ

3
・
通
年

30 1 ○ ○ - ○ - ○ ○ -

○ 医療安全

医療安全の視点から、安全な医療・看護
を提供する意義と役割について理解を深
め、倫理的判断能力・リスクマネジメン
ト能力を養う

3
・
通
年

30 1 ○ ○ - ○ - - ○ -

○
看護技術の統
合

看護の対象の特性・状況をアセスメント
し、必要な援助を実践する基礎的能力を
習得する

3
・
通
年

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○ 卒業論文
事例研究に必要な基本的な知識・技術及
び態度について学び、実践してきた看護

3
・

30 1 ○ △ - ○ - ○ - -

○ 統合実習

臨地実習で習得した看護実践を行うため
の基礎的能力を活かし、複数患者の受け
持ちや一勤務帯を通した実習、看護チー
ムの一員としての体験によって知識・技
術・態度を統合し、臨床に即した看護実

3
・
後
期

90 2 - - ○ ○ ○ ○ - ○

71科目合計 3,015単位時間(99単位)

卒業要件及び履修方法 授業期間等

（留意事項）

学校の授業科目はすべて必修科目とし、履修しなければならない.
授業科目の単位の認定を受けた者について教育会議の儀を経て卒業を認定する

１学年の学期区分 2期

１学期の授業期間 22週
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